
　当センターでは、地域の保健医療福祉・教育の更なる質の向上のため、市民を対象としたオープンカレッジを実
施しています。時勢やニーズに合わせたテーマや、地域からの要望の高いテーマを取り上げ、2019 年度はオープン
カレッジを 3 回（公開講座 2 回、web 講座 1 回）実施しました。

1 オープンカレッジ①

1.	概要
タ イ ト ル： “我が事”意識に基づく地域共生社会構築に向けて
共 催： 一般社団法人静岡県社会福祉士会（西部支部）
日 時： 2019 年 10 月 5 日（土）13 時 30 分～ 16 時 30 分
会 場： 浜松市地域情報センター ホール
講 師： 原田 正樹 氏（日本福祉大学副学長 社会福祉学部教授）
コーディネーター： 佐藤 順子（聖隷クリストファー大学 社会福祉学部教授）
シ ン ポ ジ スト： 小倉 一夫 氏（三方原地区社会福祉協議会 会長）

澤木 友子 氏（地域包括支援センター三方原 所長）
金森 徳之 氏（浜松市社会福祉協議会北地区センター長）

対 象： 一般の方、保健医療福祉専門職の方
参 加 者： 99 名（定員 150 名）

2.	参加者職業内訳（合計99名）	

保健医療福祉の
専門職

37 社会福祉士、精神保健福
祉士、医師、看護師、保健師、
言語聴覚士 等民生委員 12

公務員 10
会社員 9
学生 7
教員 6

自営業 2
その他 16

3.	アンケート結果
設問1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「地域共生社会の考え方について学びたかったから」という回答を多くいただきました。また、「三方
原地区の具体的な取り組みについて聞きたかったから」「講師・シンポジストの話を聞きたかったから」
という回答もいただきました。

設問2・3　目的は達成できましたか？　その理由
　86% の方が「大いに達成できた」または「ほぼ達成できた」と回答しました。理由としては、「三方原地区の
取り組みが具体的にわかり、とても参考になった」、「地域住民主体での地域づくりのこと、専門職の関わりのこと、
子どもたちに対する福祉教育の重要さなどとても勉強になった」などのコメントをいただきました。

その他
1６％

保健医療福祉の
専門職
1６％

民生委員
12％

公務員
10％

会社員
9％

学生
7％

教員
6％

自営業
2％
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設問4　今回のセミナーの感想
　「地域共生社会の構築について現場での話、学術的な話の両方を聞くことができとても勉強になった」、「様々
な立場の連携した取り組みの必要性をあらためて感じた」など、多くのことを学び取っていただけたようでした。
その他にも、「自分が専門職を目指した原点や今までの人生を振りかえってみようと思った」「これからも地域の
人達の健康に興味を持って活動し、今回のような催しに参加していきたい」という感想もいただきました。

	 シンポジウムの様子

2 オープンカレッジ②

1.	概要
タ イ ト ル： 「最期まで、自分らしく生きる」とは
日 時： 2019 年 11 月 9 日（土）13 時 30 分～ 15 時 00 分
会 場： 聖隷クリストファー大学 1 号館 7 階 1705 中教室
講 師： 井上聡 氏（聖隷三方原病院ホスピス科部長）
対 象： 一般の方
参 加： 48 名（定員 50 名）

2.	参加者職業内訳（合計22名）

保健医療福祉の
専門職

19 看護師、社会福祉士、
介護支援専門員等

無職 16
会社員 3
パート 3
公務員 1
自営業 1
その他 1
無回答 4

保健医療福祉の
専門職
40％

無職
34％

会社員 6％

パート 6％

公務員2％
自営業2％
その他2％

無回答
8％
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3.	アンケート結果
設問1　参加しようと思った理由、目的は何ですか？
　「身近な人にがん患者がいて何か参考になることが聞ければと思ったため」というように、がん患者と実際に
関わりを持っていらっしゃる方のご参加が多くありました。また、「スキルアップのために学びたいと思ったため」

「最期まで自分らしく生きるために必要なことを考えたいと思ったため」という、今後の支援の参考のために参
加された方も多くいらっしゃいました。

設問2・3　目的は達成できましたか？　その理由
　94% の方が「大いに達成できた」または「ほぼ達成できた」と回答しました。理由としては、「痛みのケアのし
かたやホスピスの内容を聞くことができた」や「過度な不安や心配は不要であることが分かり、気持ちが楽になっ
た」などのお声をいただき、実際の支援の際の参考にしていただけた御様子がうかがえました。

設問4　今回のセミナーの感想
　「先進医療や治療方法などを聞けて良かった」「ホスピスの現状がよくわかった」など、がんを取り巻く現状の
理解につながったほか、「尊厳ある死を迎えるために自分で、関わる者で何ができるのかを考える機会となった」

「がんを身近な病気としてとらえ、前向きなかたちで日々生かせるようにしたいと思った」など、参加していただ
いた方が病気や自身を見つめ直すきっかけにもしていただけたようでした。

	 講演の様子

３ オープンカレッジ③

タ イ ト ル： 豊かな暮らしと健康のためのリハビリテーション（web 講座）
公 開 方 法： YouTube（限定公開）による動画配信
内 容： 生涯にわたって心豊かにいきいきと健康的に毎日をおくるためのヒントを動画で紹介。

①「ひとりでもできる座ってできる下半身運動」
　　講師：根地嶋 誠（聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部准教授）
②「こころのリフレッシュしませんか？」
　　講師：藤田さより（聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部助教）
③「健康寿命は食にあり！―飲み込む力を鍛えよう―」
　　講師：佐藤豊展（聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部助教）
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